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知立市 牛田町の取り組み

～みんなの防災ネットワーク構築モデル事業～

地域防災の担い手となる各種団体の連携による
地域防災力の向上をめざした

知立市地域防災ネットワーク活動推進会議

≪発表者≫
牛田町地区防災隊隊長

斉藤庄二

牛田地区ってどんなところ？

人 口 ３，８５３人

世 帯 １，４３０世帯

防災組織 牛田町自主防災会

牛田町防災隊（平成18年発足）

防災施設 牛田町公民館（一時避難地）

来迎寺小学校（指定避難地）

地域防災ネットワーク活動

推進会議

どんな体制で進めたの？

自主防災会

消防団 防災隊

老人会民生委員

社会福祉協議会 竜北中学校

市
（防災対策室）

企業
（株式会社槌屋）

協 力

消防団ＯＢ
有志

県 コンサルタント

主な活動は？

住民アンケート

ワーキング・推進会議

防災訓練

反省会

６月

9月

10月

現状の把握

プランづくり

実施

結果の検証

5月～
9月

アンケートの概要

目的

対象

方法

回数数

項目

防災に関する住民の意識啓発

地域の現状・問題点の把握

牛田町地区の810世帯
（外国人世帯等除く）

自主防災会を通じた配布・回収

706票 87.2％
世帯の状況

日頃の防災対策について

地域での防災の取り組みについて

アンケート結果

夜間と昼間の世帯の状況は？
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年 齢

( 人 ）

平日昼間時は、
10歳代～50歳代
の人が極端に少
なくなることが
わかりました。

平日昼間時は、
10歳代～50歳代
の人が極端に少
なくなることが
わかりました。

3.3人世帯人員

43.2歳平均年齢

2,313人人 口

1.2人世帯人員

57.1歳平均年齢

879人人 口
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アンケート結果

避難地での避難生活
で心配なことは？

32.9%55.2%食料や水の問題

28.2%56.5%
離ればなれになった家族や親戚
などの安否確認が気になる

29.5%58.4%
自分や家族が病気になったときの
医療問題

26.1%61.2%トイレの問題

ある程度
心配

非常に
心配

ワーキングの様子

アンケートの結果を踏まえ
て、地域の防災上の課題を
皆で確認しました。

アンケートの結果を踏まえ
て、地域の防災上の課題を
皆で確認しました。

昼間時に災害が起き
たらどうする？！
中学生や老人パワー
が活かせないか。

● 課題の解決策を検討

地元の
企業にも
協力を

地域のネットワー
クを強化しよう！

防災訓練の目的・目標の設定

地域の人が少なくなる平日の昼間時に災害が
起きた場合でも、隣近所で助け合い、平日昼
間時のマンパワーとなる老人クラブを中心に、
自主防災会、防災隊、社協、学校、企業等が
協力できる関係づくりを目標とする。

成 果
目 標

・自主防災組織と防災関係団体の連携強化
・学校や企業の協力による地域防災力の向上
・高齢者等要援護者対策の充実

目 的

災害発生したらどうする！！
「助け合いたい防災訓練 ｉｎ牛田町」
～めざそう！500人の助け合い～

名 称

訓練の内容

9：00～10：00

避難誘導、安否確認
（各戸⇒隣近所⇒一時避難⇒来迎寺小学校）

10：00～12：00

各種防災訓練（来迎寺小学校グランド）

・簡易担架による救出訓練

・仮設トイレの組み立て訓練

・炊き出し訓練（アルファ米とクラッカーの試食体験）

など

平成18年9月30日（土）
訓練会場
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住民への参加の呼びかけ

お祭りや地域の子
ども会、婦人会、
老人会などで参加
を呼びかけました。

お祭りや地域の子
ども会、婦人会、
老人会などで参加
を呼びかけました。

アンケート結果を
つけて、意識向上
を図りました。

アンケート結果を
つけて、意識向上
を図りました。

訓練の実施

450人の住民が参加

（うち中学生60人）

450人の住民が参加

（うち中学生60人）

同報無線の訓練同報無線の訓練

避難誘導、安否確認

避難者カードを
配布

避難者カードを
配布

参加者全員が
名前を記入

参加者全員が
名前を記入

避難者カードを配る自主防災会+防災隊+民生委員

避難誘導、安否確認

避難者を誘導する自主防災会+防災隊+中学生

避難誘導、安否確認

お年寄りやけが人
も一緒に避難

お年寄りやけが人
も一緒に避難

中学生も
大活躍！

中学生も
大活躍！

防災訓練の会場配置図
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炊き出し訓練 簡易担架による救出訓練

仮設トイレの組み立て訓練

各家庭でも
簡易トイレを
用意したいな

各家庭でも
簡易トイレを
用意したいな

活動の成果

参加したいとは思わない

2.8%

今回初めて参加したが、
今後は都合が合えば参

加したい

35.5%

すでに、参加しており、

今後も参加したい
26.2%

今回初めて参加したが、

今後は積極的に参加し
たい

35.5%

今後の自主防災活動への参加意向

一般住民398人（うち中学生60人）、スタッフ52人が参加

中学生の感想

地域の人が、防災に一生懸命だった。

実際に地震が起きたときにも力になりたい。

反省会での意見

自主防災会、防災隊、消防団、中学生、老人クラブ、
地元の企業などの防災ネットワークが密になった。

地域に細かく声掛けをしたことで、
たくさんの住民が参加し、防災意識を高められた。

中学生に参加してもらえたことが良かった。やはり
災害時には大きな力になると改めて実感した。
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今後の課題

一時避難地から指定避難地への誘導など、
指示系統を明確にする。

簡易トイレや非常食、水など家庭で用意し
ておくとよい物をもっと住民にPRする。

要援護者に重点をおいた訓練を充実させ
る。


